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質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

１ 復興計画の推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 非常勤職員の公務災害

について 

 

 

 

 大震災以来、１年半の歳月が過ぎ、多くの被災者

が今後の人生設計を描けずにいます。 

 行政は町内定住を促進するために、正確な情報を

すみやかに発信する責任と義務があります。 

 そのような観点から、次の点を伺います。 

(１) 個別面談が終了しましたが、参加状況、町内

定住希望者、自立再建希望者、災害公営住宅希

望者の数等を示して下さい。 

(２) 住民は今後の土地利用の詳細が分からず困惑

しています。早急に災害危険区域の指定が必要

かと考えますが。 

(３) 集団移転者と比べて、個別移転者は支援が少

ない。被災者にはできるだけ公平であるべきと

考えますが。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 行政区長は本町行政区長設置条例に基づき、行政

の円滑な推進を図るために置かれる重要な役職である。 

 その行政区長が昨年の大震災で職務を全うすべき

６人の方が殉職された。 

 非常勤職員等、公務災害の対象になり得る区長も
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３ 教育問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いるのではないですか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 国づくり、町づくりの根源は教育にあり、特に学

校は人間形成の場として他に比類のないものである

が、次の点を伺いたい。 

(１) 本町は平成 25 年度から小学校１校、中学校１

校でスタートする方針であるが、予定どおり進

みますか。 

(２) 全国的にいじめが相次ぎ、学校の対応が問わ

れているが、教育長は一連の事件をどのように

受け止め、本町教育行政にどう生かそうとして

いますか。 

(３) 大震災の影響により、子どもたちの体力が低

下しているが、その現状と対応を示して下さい。

（質問の相手：教育長） 

 

 

 


